
し くちかしゅ 第
令和４年２月１日（2022年）

号241議会だより議会だより

11
月
臨
時
会

12
月
定
例
会

湯原大黒舞保存会

・議会報告会16名が参加
・水稲農家へ支援金給付決定
・過疎地域持続的発展計画を定めました
・長老湖周辺に新たな遊歩道ができました
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問 
現
在
計
画
し
て
い
る
保
育
所

建
設
は
人
に
や
さ
し
い
木
造
建
築

が
望
ま
し
い
。
又
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
併
設
が
で
き
な
い
の
か
。

答 

議
会
と
し
て
行
政
視
察
等
も

行
い
、
児
童
施
設
の
併
設
を
含
め
て

設
計
の
段
階
よ
り
注
視
し
て
い
く
。

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

状
況
は
。

答 

当
初
は
「
地
域
支
援
隊
」
の

よ
う
な
活
動
で
あ
っ
た
が
、
近
年

は
個
々
の
特
性
を
生
か
し
た
起
業

型
の
協
力
隊
に
な
っ
て
い
る
。

問 

近
年
、
箱
物
行
政
に
偏
っ
て

い
る
が
、
将
来
維
持
管
理
へ
の
財

政
負
担
が
心
配
だ
。

答 

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
よ

り
、
箱
物
事
業
が
多
く
な
っ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
議
会
と
し
て
も
同

様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

問 

冬
期
間
、
ダ
ム
公
園
が
閉
鎖

さ
れ
て
い
る
の
で
、
子
供
た
ち
の

遊
べ
る
場
所
が
必
要
。
新
た
な
公

園
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答 

町
で
は
保
育
所
の
園
庭
を
開

放
し
て
い
る
が
、
事
故
へ
の
責
任

が
曖
昧
で
あ
る
。
議
会
と
し
て
も

新
た
な
公
園
設
置
を
提
案
し
て
い

る
。

問 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助

金
が
削
減
さ
れ
て
い
る
が
承
知
し

て
い
る
の
か
。

答 

商
工
会
な
ど
の
団
体
へ
の
補

助
金
も
削
減
さ
れ
て
い
る
。
町
長

や
議
会
に
補
助
金
増
額
の
請
願
書

を
提
出
し
て
欲
し
い
。

問 

町
内
の
企
業
を
議
会
と
し
て

訪
問
し
て
い
る
の
か
。

答 

特
に
実
施
し
て
い
な
い
が
、

今
後
、
各
種
団
体
な
ど
と
の
懇
談

会
を
検
討
し
て
い
る
。

問 

各
地
区
の
水
道
管
が
老
朽
化

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
対
応

年
数
は
。

答 

す
で
に
対
応
年
数
は
超
え
破

損
個
所
修
復
の
対
応
に
な
っ
て
い

る
。
下
水
道
な
ど
も
※
「
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

※
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
と
は
、
長
期
的
な
視
点

で
老
朽
化
の
進
展
状
況
を

考
慮
し
、
優
先
順
位
付
け
、

施
設
の
点
検・調
査
、
修
繕・

改
善
を
行
っ
て
い
く
こ
と
。

問 

町
で
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

証
明
書
を
発
行
し
て
く
れ
る
の
か
。

答 

国
も
県
も
統
一
さ
れ
て
い
な

い
の
で
持
ち
帰
り
確
認
す
る
。

議

会

報

告

会

令
和
3
年
度　
第
１
回

議
会
報
告
会
並
び
に
懇
談
会

▲関保育所遊戯室での様子

　
令
和
３
年
11
月
10
日
湯
原
地
区
・
11
日
関
地
区
を
会
場
に
「
議
会
報

告
会
並
び
に
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
令
和
２
年
度
の
決
算
内
容
と
令
和

３
年
度
の
主
な
事
業
を
報
告
し
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

t0213
テキストボックス
用

t0213
テキストボックス

t0213
タイプライターテキスト
す
で
に
耐
用
年
数
は
超
え
破
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議

会

報

告

会

▲関での報告会の様子 ▲湯原での報告会の様子

令和3年度第１回議会報告会並びに懇談会アンケート調査報告令和3年度第１回議会報告会並びに懇談会アンケート調査報告

多くの方にご参加いただき誠にありがとうございました。多くの方にご参加いただき誠にありがとうございました。
参加者数　16名　　関　地区　　10名　（内　男性９名・女性１名）
　　　　　　　　　　湯原地区　　６ 名　（内　男性５名・女性１名）

～報告会については省略し、町議会活動についてのアンケート結果のみ掲載しています～

行 政 の チ ェ ッ ク 機 能
評価できる：８件　　評価できない：３名　　その他：２件（更に）無回答：３名

行 政 提 言
評価できる：６件　　評価できない：４名　　その他：３件（更に）無回答：３名

町 民 と の 対 話
評価できる：７件　　評価できない：４名　　その他：１件　　無回答：４名

議 会 の 情 報 公 開
評価できる：11 件　　評価できない：２名　　その他：０件　　無回答：３名

議 会 だ よ り の 内 容 に つ い て
読みやすい：14 件　　読みにくい：０名　　その他：１件　　無回答：１名

その他議会報告会や議会全般についてお気づきの点について
資料を多めに欲しい　／　参加者が非常に少ない

【アンケート回収率は100％でした。】

ご参加いただいた方は６０代・７０代の方が半数以上を占めておりましたので、次
回は若者世代にも関心を持っていただけるよう活動して参ります。また、資料が少
ない、報告会の時間が長い等のご意見もいただきましたので今後の議会活動へ反映
していきます。
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第

４

回

定

例

会

・
条
例
の
改
正

・
条
例
の
制
定

・�

条
例
の
廃
止

・�

過
疎
計
画
の
制
定

・�

一
般
会
計
補
正
予
算

・
各
特
別
会
計
補
正
予
算

・
一
般
質
問

問 

村
上　
　
満　
議
員

　
国
の
方
針
に
沿
っ
た
改
正
か
。

答 

総
務
課
長

　
総
務
省
の
方
針
に
合
わ
せ
た
も

の
。

問 

梅
津　
政
志　
議
員

　
報
酬
以
外
の
各
班
運
営
に
係
る

処
置
は
。

答 

総
務
課
長

　
個
人
か
ら
の
寄
付
は
禁
止
な
の

で
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
新
年

度
予
算
で
対
応
す
る
。

◆�

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
提
案
理
由
】

　
非
常
勤
消
防
団
員
の
報
酬
を
改

定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

◆�

七
ケ
宿
町
過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
の
支
援
に
係
る
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

の
制
定

【
提
案
理
由
】

　
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行

に
伴
い
、
固
定
資
産
税
の
特
例
を

規
定
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

◆�

七
ケ
宿
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

【
提
案
理
由
】

　
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の

◆�

七
ケ
宿
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

【
提
案
理
由
】

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
う
出
産
育
児
一
時
金
の
額

を
改
定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の

主
な
案
件

条
例
の
改
正
・
制
定

▲令和３年６月 11日防災訓練の様子

令
和
３
年　

第
４
回
定
例
会
（
会
期
：
12
月
８
日
～
10
日
）
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問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
各
地
区
に
合
計
10
棟
あ
る
住
宅

の
建
設
経
過
年
数
は
。
又
、
譲
渡

条
件
と
価
格
は
ど
の
よ
う
に
決
め

る
の
か
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
全
て
の
住
宅
は
建
設
後
20
年
を

超
え
て
い
る
。

　
10
年
以
上
入
居
し
、
今
後
も
５

年
以
上
住
み
続
け
る
事
が
譲
渡
の

条
件
。
価
格
は
不
動
産
鑑
定
士
が

査
定
し
町
長
が
決
定
す
る
。

問 

梅
津　
政
志　
議
員

　
こ
の
計
画
の
優
先
順
位
は
。

答 

町
長

　
保
育
所
の
建
て
替
え
、
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
拡
張
、
有
害
鳥
獣
処

理
施
設
な
ど
か
ら
始
め
た
い
。

問 

梅
津　
政
志　
議
員

　
限
界
集
落
な
ど
、
地
域
の
活
動

が
停
滞
し
な
い
よ
う
集
落
を
保
つ

計
画
は
。

答 

町
長

　
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
10
年
継

続
し
て
い
る
が
、
地
域
の
方
と
必

要
に
応
じ
て
懇
談
の
場
を
広
げ
な

が
ら
情
報
収
集
・
伝
達
を
し
っ
か

り
し
て
い
く
。生
活
環
境
を
整
え
、

集
落
に
あ
る
資
源
を
活
用
す
る
。

問 

村
上　
　
満　
議
員

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、積
極
的

に
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

答 

町
長

　
方
針
を
作
成
中
の
た
め
、
整
合

性
を
と
り
な
が
ら
計
画
を
進
め
て

い
く
。

問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答 

町
長

　
民
間
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
よ

り
、
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
。

今
後
も
有
利
に
な
る
部
分
に
関
し

て
は
５
年
間
に
限
ら
ず
続
け
て
い

き
た
い
。

▲特定公共賃貸住宅（滑津）

◆�

山
村
地
域
農
林
漁
業
特
別
対
策

事
業
に
関
す
る
分
担
金
徴
収
条

例
の
廃
止

【
提
案
理
由
】

　

事
業
の
目
的
が
終
了
し
た
た

め
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

◆�

七
ケ
宿
町
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
を
定
め
る
こ
と

【
提
案
理
由
】

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
８
条
の

規
定
に
よ
り
、
町
の
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
定
め
る
も
の

◆�

小
規
模
農
道
補
修
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
廃
止

【
提
案
理
由
】

　

事
業
の
目
的
が
終
了
し
た
た

め
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

◆�

七
ケ
宿
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

条
例
の
一
部
改
正

【
提
案
理
由
】

　
要
件
を
満
た
し
た
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
の
譲
渡
を
可
能
と
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。 条

例
の
廃
止
・
改
正

第

４

回

定

例

会
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例
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令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

２
、６
０
０
万
円
追
加

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
定
住
促
進
住
宅
用
地
購
入
の
場

所
と
目
的
は
。

答 

総
務
課
長

　
場
所
は
瀬
見
原
地
区
で
３
年
以

内
に
住
宅
を
建
設
す
れ
ば
そ
の
土

地
を
無
償
譲
渡
す
る
も
の
。

問 

梅
津　
政
志　
議
員

　
企
業
型
協
力
隊
へ
の
公
用
車
の

貸
し
出
し
は
し
て
い
な
い
の
か
。

答 

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　
保
険
の
関
係
で
貸
し
出
し
は
で

き
な
い
。
ま
た
、
個
人
で
の
活
動

が
多
い
た
め
、
経
費
か
ど
う
か
の

見
極
め
が
難
し
い
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
小
学
生
の
宇
検
村
交
流
事
業
が

コ
ロ
ナ
禍
の
為
２
年
連
続
で
中
止

と
な
っ
て
い
る
が
、
来
年
以
降
の

救
済
処
置
は
。

答 

教
育
次
長

　
２
学
年
分
の
宇
検
村
交
流
事
業

は
来
年
度
当
初
予
算
に
て
計
上
す

る
予
定
。

問 

武
藏　
重
幸　
議
員

　
横
川
と
滑
津
公
民
館
と
水
と
歴

史
の
館
の
工
事
費
用
減
額
の
理
由

は
。

答 

教
育
次
長

　
全
面
改
修
か
ら
部
分
改
修
に
変

更
と
な
っ
た
ほ
か
、
工
法
の
変
更

に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
。

問 

村
上　
　
満　
議
員

　
町
内
の
指
定
管
理
団
体
を
一
体

化
し
て
の
債
務
負
担
行
為
に
対
す

る
考
え
は
。

答 

町
長

　

ま
ち
づ
く
り
㈱
、く
ら
し
研
究

所
は
統
合
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

観
光
開
発
な
ど
は
残
っ
て
い
る
。

　
方
向
性
と
し
て
は
、
一
本
化
し

て
い
き
た
い
。

▲令和元年度宇検村交流事業の様子

賑
わ
い
拠
点
施
設
管
理

運
営
業
務

令
和
４
年
度
か
ら
令
和

８
年
度

１
億
５
０
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
体
験
交
流
館

管
理
運
営
業
務

平
成
30
年
度
か
ら
令
和

４
年
度

６
０
０
０
万
円
か
ら

７
２
０
０
万
円
に
増
額

債
務
負
担
行
為
補
正

事　
項

期　
間

限
度
額

事　
項

期　
間

限
度
額

※
債
務
負
担
行
為
っ
て
な
あ
に
？

契
約
等
で
発
生
す
る
債
務
の
負
担
を
あ
ら
か
じ

め
設
定
す
る
こ
と
だ
よ
。
後
の
年
度
の
債
務
約

束
を
議
会
の
議
決
で
設
定
す
る
ん
だ
。

主な歳入
国庫支出金
県支出金

1,809 万円
468万円

主な歳出
白石市外二町組合出資金
子育て世帯臨時特別給付金事業
定住促進住宅地用地購入

1,590 万円
717万円
197万円



第

４

回

臨

時

会

第
４
回
定
例
会

7　　　七ヶ宿町議会だより　241号

特
別
会
計
補
正
予
算

問 

梅
津　
政
志　
議
員

　
３
回
目
の
接
種
は
12
月
中
に
実

施
で
き
な
い
の
か
。

答 

町
長

　
ワ
ク
チ
ン
は
確
保
し
て
い
る
が

国
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
町
と
し
て
い
ち
早
く
農
家
へ
米

価
下
落
支
援
金
を
出
す
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
の
先
、
国
や
県
の
支
援

は
あ
る
の
か
伺
う
。

答 

町
長

　
支
援
金
は
国
の
臨
時
交
付
金
を

財
源
に
あ
て
る
も
の
。県
は
、在
庫

米
、次
年
度
へ
の
対
策
を
行
う
と

の
こ
と
。

問 

吉
田　
　
修　
議
員

　
支
援
農
家
の
該
当
戸
数
、
自
家

用
米
生
産
者
も
支
援
の
対
象
に
な

る
の
か
。

答 
町
長

　
本
町
で
農
業
共
済
に
加
入
し
て

い
る
農
家
で
、該
当
戸
数
は
、農
家

47
戸
と
２
法
人
に
な
る
。自
家
用

●�令和３年度七ヶ宿町国民健康保険特別会計（第３号）
1,500 万円追加　

●�令和３年度七ヶ宿町公共下水道特別会計
　【　債　務　負　担　行　為　補　正　】
　事　項　下水道維持管理業務委託
　期　間　令和４年度から令和６年度
　限度額　8,500 万円
●�令和３年度七ヶ宿町介護保険特別会計（第２号）

800万円追加　

令
和
3
年　

第
４
回
臨
時
会

（
会
期
：
11
月
26
日
）

　
令
和
３
年
11
月
26
日
に
開
か
れ
た
臨
時
会
で
は
、
令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
が
審
議
可
決
。

米
の
み
の
生
産
者
も
来
年
度
へ
の

再
生
産
に
向
け
た
支
援
金
と
し
た
。

問 

梅
津　
政
志　
議
員

　
県
内
で
は
２
千
円
か
ら
１
万
円

と
幅
が
あ
る
が
、
８
千
円
に
決
め

た
理
由
は
。
又
、
来
年
も
同
様
な

事
態
に
な
っ
た
時
も
支
援
を
考
え

る
の
か
。

答 

町
長

　
Ｊ
Ａ
仙
南
よ
り
の
支
援
要
請
金

額
の
倍
額
と
し
て
、８
千
円
に
し

た
。来
年
度
以
降
の
こ
と
は
、現
在

想
定
は
し
て
い
な
い
が
、再
び
米

価
下
落
に
な
れ
ば
検
討
し
た
い
。▲今年の稲刈りの様子

【提案理由】
　新型コロナウイルス感染拡大の影響などにより米価
下落に対応し、水稲農家に対する支援金を措置するた
め補正するもの

【歳　　出】
米価下落に対する再生産支援金　808万７千円
※水稲作付 10a 当たり、8,000 円を助成するもの。
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産業建設常任委員会所管事務調査の報告（抜粋）産業建設常任委員会所管事務調査の報告（抜粋）
　11 月５日、ふるさと振興課から日野課長・羽隅主事を説明員
とし調査を行いました。この工事は、不忘平和記念公園より既存
の長老湖周辺散策路に接続させ、南蔵王エリアの観光名所を散策
できるコースが増設されました。増設工事の延長は 465 ｍ、高
低差が７０．８ｍと急斜面が多いため急勾配の通路には、階段が
設置されていましたが、滑落防止や手摺等の対策が必要ではない
かと強く感じられました。
　南蔵王エリア内をすべてつなぐ魅力的な散策路ではありますが
事故防止の観点からも安全対策が必要であることと、散策路内の
標識、案内看板の整備を早急にするべきと感じました。
　工事箇所が急斜面であることから、資材の搬入等で苦労された
ものと推測されましたが、新たな散策路の完成により更なる滞在
人口・交流人口の増に結び付くことを期待して報告といたします。

産業建設常任委員会　　　
委員長　　梅　津　政　志

産
業
建
設
常
任
委
員
会

『
南
蔵
王
エ
リ
ア
観
光
遊
歩
道
設
置
事
業
』

▲総務文教常任委員会所管事務調査（七ヶ宿くらし研究所事業）

▲産業建設常任委員会所管事務調査（南蔵王エリア観光遊歩道設置事業）
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総務文教常任委員会所管事務調査の報告（抜粋）総務文教常任委員会所管事務調査の報告（抜粋）
　11月 18日、ふるさと振興課から黒澤補佐・寺尾主事、七ヶ宿
くらし研究所より斎藤所長を説明員とし、七ヶ宿くらし研究所事
業について調査を実施しました。くらし研究所では主に、「移住相
談・情報提供」「自然体験等の企画運営」「おためし住宅の管理」「無
料職業紹介」「七ヶ宿ファンクラブの紹介」などの事業を行ってお
り、平成29年からの相談件数は延べ 415件、内17世帯 42人が
七ヶ宿町に移住しているとのことでした。コロナ禍のため今年か
らオンラインによる移住定住相談を実施したところ相談件数が増
加傾向にあり、町内の求人情報も提供しているとのことでした。
　委員からは、空き家バンク登録物件の現状確認の必要性など様々
な意見が出されましたが、「少子高齢化対策」や「後継者対策」「空
き家対策」など喫緊の課題となっているなかで、移住定住に直接
かかわる「七ヶ宿くらし研究所」の役割は重要であることから、
より積極的な活動を期待し報告といたします。

総務文教常任委員会　　　
委員長　　吉　田　　　修

総
務
文
教
常
任
委
員
会

『
七
ヶ
宿
町
く
ら
し
研
究
所
事
業
状
況
に
つ
い
て
』

議案の審議結果議案の審議結果
【表の見方】　○：賛成　×：反対　欠：欠席　早：早退　議：議長　退：退席　除：除斥　投：投票　※議長は採決に加わりません

会
議
名

議案番号 議　案　内　容 議決月日 結果

議員名

掲
載
頁

1 2 3 4 5 6 7 ８
渡
部　
英
幸

五
十
嵐
敏
夫

吉
田　
　
修

梅
津　
政
志

武
藏　
重
幸

村
上　
　
満

今
野
三
喜
男

管
原　
研
治

令
和
３
年

第
４
回

臨
時
会

第72号 令和 3年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第 6号） 令和3年
11月 26日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P７

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会

第73号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正について

令和３年
12月 10日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ × 〇 ○ 議 P４

第74号 七ヶ宿町過疎地域の持続的発展の支援に係る固定資産税の課
税免除に関する条例の制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第75号 七ヶ宿町国民健康保険税条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第76号 七ヶ宿町国民健康保険条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第77号 山村地域農林漁業特別対策事業に関する分担金徴収条例の廃
止について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第78号 小規模農道補修事業分担金徴収条例の廃止について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P５
第79号 七ヶ宿町特定公共賃貸住宅条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第80号 七ヶ宿町過疎地域持続的発展計画の制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ × 〇 ○ 議 〃
第81号 令和3年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第7号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P６
第82号 令和3年度七ヶ宿町国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 議 P７
第83号 令和3年度七ヶ宿町公共下水道特別会計補正予算（第2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第84号 令和3年度七ヶ宿町介護保険特別会計補正予算（第2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
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問
町
の
移
住
定
住
政
策
の
効

果
に
よ
り
、
多
く
の
人
が

町
に
移
住
さ
れ
た
が
、そ
の
反
面
、

既
存
の
住
民
の
町
外
転
出
も
続
い

て
い
る
。
月
額
２
万
円
を
３
年
間

助
成
す
る
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
定

住
育
成
金
」
制
度
の
事
業
評
価
を

伺
う
。

答
こ
の
事
業
は
町
出
身
学
生

等
の
町
内
定
着
を
目
的
と

し
て
、平
成
30
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
ま
で
３
人
の
若
者
が
助
成
の

対
象
と
な
っ
た
。
定
着
は
難
し
い

が
、
毎
年
一
人
で
も
多
く
の
若
者

問答
町
の
活
性
化
と
町
外
流
出
者
減
少
を
目
指
す
政
策
は

若
者
が
期
待
す
る
事
業
と
町
の
魅
力
づ
く
り
を
進
め
る

五十嵐  敏夫  議員

が
定
着
し
て
く
れ
る
こ
と
を
希
望

し
、
事
業
の
継
続
を
し
て
い
く
。

問
こ
の
制
度
の
若
者
へ
の
周

知
方
法
は
ど
の
様
に
行
っ

て
い
る
の
か
。
広
報
紙
の
ほ
か
学

校
な
ど
で
の
説
明
会
な
ど
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

答
基
本
的
に
は
広
報
紙
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
ほ
か
、
商

工
会
主
催
の
工
業
、
商
業
部
会
等

の
中
で
制
度
の
説
明
を
し
て
い
る
。

問
こ
の
制
度
は
30
歳
以
下
が

対
象
で
あ
る
が
、
30
歳
以

上
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
も
こ
れ
に
代

わ
る
助
成
が
で
き
な
い
か
。

答
基
本
的
に
は
学
業
終
了
後

を
想
定
し
た
制
度
で
す
。

30
歳
以
降
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
た
め
て
何
が
良
い
か
検
討
し

て
い
く
。

問
学
業
終
了
後
の
子
供
た
ち

の
転
出
状
況
を
把
握
し
て
い

る
の
か
。
又
、
こ
れ
か
ら
の
町
を

担
う
更
な
る
人
材
確
保
政
策
は
。

答
転
出
の
具
体
的
調
査
は
し

て
い
な
い
。
卒
業
生
定
着

の
た
め
、
若
者
の
転
入
に
期
待
す

る
事
業
を
展
開
し
、
町
の
魅
力
向

上
に
努
め
る
。

問
移
住
者
に
は
色
々
と
有
利

な
制
度
が
あ
る
が
、
既
存
住

民
に
も
、こ
の
町
に
残
っ
て
良
か
っ

た
と
言
え
る
よ
う
な
住
宅
確
保
政

策
や
助
成
策
を
望
む
が
如
何
か
。

答
家
の
新
築
に
は
３
百
万
円

の
助
成
を
行
う
ほ
か
、
瀬

見
原
地
区
内
の
町
有
地
に
３
年
以

内
に
新
築
を
す
れ
ば
、
無
償
で
譲

渡
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
の
で

利
用
し
て
ほ
し
い
。

問
町
内
事
業
所
勤
務
者
へ
の

支
援
政
策
や
町
外
通
勤
者

へ
の「
く
ら
し
応
援
通
勤
支
援
金
」

の
効
果
は
。

答
町
内
事
業
者
等
に
は
、
雇

用
創
出
や
事
業
拡
大
等
に

対
す
る
支
援
を
行
い
、
間
接
的
に

町
民
の
就
労
機
会
の
安
定
確
保
に

繋
が
っ
て
い
る
。

　
月
額
千
円
の
通
勤
支
援
金
は
本

年
度
、
48
人
の
利
用
者
が
あ
り

年
々
増
加
し
て
い
る
の
で
、
定
住

が
促
進
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て

い
る
。

問
燃
料
費
高
騰
に
よ
る
「
通

勤
支
援
金
」
の
増
額
は
で

き
な
い
か
。

答
あ
く
ま
で
も
応
援
支
援
金

で
あ
っ
て
、
助
成
金
で
は

な
い
が
、
今
後
の
動
向
に
よ
り
検

討
し
た
い
。
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し
た
。
内
容
に
つ
い
て
も
他
市
町

と
比
べ
充
実
し
て
い
る
と
思
う
。

問
北
海
道
の
あ
る
自
治
体
で

は
制
度
化
し
、
灯
油
価
格

が
大
幅
に
上
昇
し
た
場
合
に
福
祉

灯
油
助
成
支
援
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
も
し
福
祉
灯
油
助

成
を
開
始
し
た
場
合
、
制
度
化
で

き
な
い
か
。

答
７
月
に
も
家
庭
支
援
や
消

費
喚
起
対
策
と
し
て
、
３

割
増
し
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
販
売
を

し
て
き
た
。
制
度
下
で
な
く
必
要

な
時
に
必
要
な
施
策
を
講
じ
て
参

り
た
い
。

問
通
勤
や
通
院
な
ど
の
燃
料

代
な
ど
を
補
う
た
め
、
今

後
も
３
割
増
し
プ
レ
ミ
ア
ム
品
券

販
売
事
業
な
ど
必
要
と
思
う
が
。

答
今
後
の
国
の
経
済
対
策
な

ど
も
踏
ま
え
必
要
と
判
断

し
た
際
、
プ
レ
ミ
ア
ム
品
券
の
発

行
な
ど
対
策
を
講
じ
て
参
り
た

い
。

問
議
会
報
告
会
の
中
で
、
灯

油
や
食
料
品
価
格
が
上
昇
、

低
所
得
高
齢
者
に
対
し
現
金
支
給

を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ

た
が
、
現
金
支
給
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答
高
齢
者
に
対
す
る
現
金
支

給
に
つ
い
て
は
国
の
福
祉

対
策
、情
報
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

制
度
を
見
極
め
な
が
ら
判
断
し
た

い
。

な
い
が
、
必
要
時
に
は
対
応
を
し

た
い
。

問
総
務
相
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
自
治
体
が
生
活
困
窮
者
に

灯
油
代
補
助
を
実
施
し
た
場
合
、

「
特
別
交
付
税
処
置
」
を
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
交
付
税
の
活
用
は
。

答
他
の
自
治
体
よ
り
先
行
し

て
、
本
町
は
１
万
円
の
商
品

券
給
付
に
よ
る
生
活
支
援
を
実
施

問
世
界
的
原
油
高
騰
に
よ
り

灯
油
の
価
格
が
上
昇
し
て

い
る
。
生
活
保
護
者
や
非
課
税
高

齢
者
、
ま
た
、
低
所
得
世
帯
、
ひ

と
り
親
世
帯
、
障
害
者
世
帯
な
ど

へ
の
「
福
祉
灯
油
」
の
助
成
は
で

き
な
い
か
。

答
本
町
で
は
、
今
年
10
月
に

コ
ロ
ナ
対
策
家
計
支
援
と

し
て
、
全
町
民
一
人
に
対
し
１
万

円
の
商
品
券
を
配
布
し
て
お
り
、

灯
油
代
の
助
成
の
役
割
も
果
た
し

て
い
る
と
考
え
る
。
福
祉
灯
油
の

助
成
は
現
段
階
で
は
考
え
て
は
い

問答
灯
油
価
格
高
騰
に
対
す
る
現
金
支
給
の
考
え
は

制
度
を
見
極
め
な
が
ら
判
断
し
た
い

吉田　　修  議員
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私のひと とこ

12月定例会の傍聴者
は、２名でした。

　議会だよりにご意見をお寄せください。
　広報特別委員会では、より良い議会だよりを目指しております。
　お気軽にご意見・ご要望をお聞かせ下さい。△

連絡先　七ヶ宿町議会事務局　☎ 37-2197　FAX 37-2198

　
年
４
回
の
定
例
会
が
終
了
す
る

と
毎
回
「
議
会
だ
よ
り
」
の
紙
面
づ

く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
審
議
の
結
果

や
一
般
質
問
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
に

お
伝
え
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
内
容

を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
、
関
連
す

る
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
選
び
、

よ
り
読
み
や
す
さ
を
重
視
し
た
構

成
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　「
私
の
ひ
と
こ
と
」
で
は
町
民
の

皆
様
に
も
寄
稿
を
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
や
町
に
対

し
て
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
結
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
早
期
収

束
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
梅
津
）

編集
後記

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員
長
　
吉
　
田
　
　
　
修

　
副
委
員
長
　
五
十
嵐
　
敏
　
夫

　
委
　
　員
　
梅
　
津
　
政
　
志

　
委
　
　員
　
渡
　
部
　
英
　
幸

３月定例会のお知らせ
　令和４年３月２日から 14 日までの日程で、令和４年第１回定例会を開催予定です。多くの
方々の傍聴をお待ちしております。
　なお、詳細な日程は２月下旬に決定する予定ですので、詳しくは、議会事務局までお問い合
わせください。

〜
七
ヶ
宿
に
移
住
し
て
〜

　
昨
年
の
春
か
ら
、
七
ヶ
宿
町

に
移
り
住
ん
で
早
9
ヶ
月
に
な

り
ま
す
。
以
前
は
北
海
道
の
函

館
市
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
の

で
、
商
店
街
も
多
く
あ
り
、
四

六
時
中
、
車
や
電
車
、
バ
ス
な

ど
の
様
々
な
音
の
中
で
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。

　
七
ヶ
宿
町
に
来
て
、
先
ず
驚

い
た
の
は
、
町
全
体
が
と
て
も

静
か
な
こ
と
で
し
た
。
日
中
歩

い
て
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
行
っ
て

も
道
路
で
行
き
交
う
人
は
ほ
と

ん
ど
い
ず
、
果
た
し
て
こ
の
よ

う
な
土
地
で
生
活
で
き
る
の
か

不
安
に
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。

　
し
か
し
、
春
の
あ
る
朝
、
社

宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
朝
陽
と
と

も
に
鳥
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た

り
、
ま
た
あ
る
朝
は
ぬ
い
ぐ
る

み
の
よ
う
な
小
さ
な
子
猿
が
何

匹
か
社
宅
近
く
の
雑
木
林
で
遊

ん
で
い
る
姿
に
遭
遇
し
た
り
し

ま
し
た
。
子
猿
は
と
て
も
可
愛

ら
し
く
、
動
物
園
で
見
た
猿
の

姿
と
は
全
く
違
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
時
自
然
が
豊
か
と
は

こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
実
感

し
た
次
第
で
す
。

　
夏
に
は
、
こ
の
町
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
「
七
ヶ
宿
ダ
ム
」
が

一
面
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に

な
り
、
そ
の
美
し
さ
に
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。

　
秋
に
見
た
「
材
木
岩
」
の
紅

葉
は
色
と
り
ど
り
の
美
し
さ

で
、
秋
の
短
い
北
海
道
で
は
見

た
こ
と
の
な
い
鮮
や
か
な
美
し

さ
で
し
た
。
今
で
は
、
七
ヶ
宿

町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
ゆ
っ

た
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
、

日
々
の
生
活
を
楽
し
む
余
裕
も

で
き
ま
し
た
。
と
て
も
幸
せ
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
か
ら
は
、
町
の
社

会
福
祉
協
議
会
で
運
営
し
て
い

る
「
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
」
で
臨
時

の
看
護
師
と
し
て
働
か
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
利
用
者
に
寄
り

添
っ
た
ケ
ア
ー
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

瀬見原地区　舘山 圭子 さん
たてやま けいこ

お詫び
令和３年11月１日発行の「しちかしゅく議会だより240号」の記載に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

×誤　特別支援学級増設工事設計業務　781万円
〇正　特別支援学級増設工事設計業務及び増設工事　781万




